
《Lesson 2》動名詞の文 

動名詞は、一般動詞の原形にing を足すだけで完成となります。これは、現在進行形や過去

進行形で登場した「be 動詞＋一般動詞の原形ing」の be動詞を取った形と同じです。そのため、

「語尾が e で終わる動詞は e を消して ing を足す（use, make など）」「単語の最後が子音

＋母音＋子音の動詞は最後の子音を重ねてing を足す（run, swim など）」といったルールはそ

のまま適応されます。また、これらの動名詞が主語になる時は基本的に三人称単数形扱いとな

ります。 

【動名詞：基本の形】 

一般動詞の原形＋ ing 

（「一般動詞」すること／「一般動詞」の） 

 

＜例＞ 勉強するの ＝ studying    

 走ること ＝ running（単語の最後が子音＋母音＋子音 ＝ 最後の子音を重ねてing を足す） 

運転すること＝ driving （語尾が e で終わる動詞＝ e を消して ing を足す） 

 

＜例＞ Studying was fun. （勉強するのは楽しかったです） 

      I like running.   （私は走ることが好きです） 

Driving is not easy. （運転することは、簡単ではないです） 

 

【動名詞：作り方】 

ステップ 1：「～すること」「～の」の部分を that（それ）として文を作る。 

ステップ 2：that を入れたところに動名詞を入れる。 

 

＜例1＞「私は走ることが好きです」 という文の場合。 

ステップ 1：「～すること」「～の」の部分を that（それ）として文を作る。 

→「私は、それが好きです」 

       I like that.         

ステップ 2：that を入れたところに動名詞を入れる。  

       I like running.      

＜例2＞「運転することは簡単ではないです」 という文の場合。 

ステップ 1：「～すること」「～の」の部分を that（それ）として文を作る。 

→「それは簡単ではないです」 

      That is not easy.      

ステップ 2：that を入れたところに動名詞を入れる。  

      Driving is not easy.       
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